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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人日本画像

情報マネジメント協会(JIIMA)／財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を

改正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格で

ある。 

これによって，JIS Z 6001:1999 は改正され，この規格に置き換えられる。 

改正に当たっては，日本工業規格と国際規格との対比，国際規格に一致した日本工業規格の作成及び日

本工業規格を基礎にした国際規格原案の提案を容易にするために，ISO 9923:1994，Micrographics－

Transparent A6 microfiche－Image arrangements を基礎として用いた。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に係る確認について，責任は

もたない。 

JIS Z 6001 には，次に示す附属書がある。 

附属書 1（参考）定形こま及び可変分割こまのフォーマット 

附属書 2（参考）JIS と対応する国際規格との対比表 
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日本工業規格          JIS 
 Z 6001：2007 
 

A6 判マイクロフィッシュ 
Micrographics－Transparent A6 microfiche－Image arrangements 

 
序文 この規格は，1994 年に第 1 版として発行された ISO 9923，Micrographics－Transparent A6 microfiche

－Image arrangements を元に，技術的内容を変更して作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，原国際規格を変更している事項である。変更の一覧

表をその説明を付けて，附属書 2（参考）に示す。 

 

1. 適用範囲 この規格は，国際間の情報交換，マイクロ出版などのために用いられる被写資料用及び計

算機出力用の A6 判マイクロフィッシュについて規定する。 

1.1 この規格は，1 こま，49 こま，63 こま，98 こま，208 こま，270 こま及び 420 こまのフォーマット

のマイクロフィッシュに適用する。 

1.2 マイクロフィッシュは，ネガ状又はポジ状のどちらでもよい。 

備考 1. 30 こま，60 こま，84 こま，210 こま及び 325 こまのフォーマットのマイクロフィッシュ並び

に可変分割形の 2 こま，4 こま，8 こま，16 こま，32 こま及び 64 こまのフォーマットのマイ

クロフィッシュについては附属書 1（参考）に示す。 

2. この規格の対応国際規格を，次に示す。 

なお，対応の程度を表す記号は，ISO/IEC Guide 21 に基づき，IDT（一致している），MOD

（修正している），NEQ（同等でない）とする。 

ISO 9923:1994，Micrographics－Transparent A6 microfiche－Image arrangements (MOD) 

 

2. 引用規格 次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成す

る。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 7186 マイクロフィルムリーダ及びマイクロフィルムリーダプリンタ 
JIS B 7187 16 mm 及び 35 mm 銀－ゼラチンマイクロフィルム撮影方法 

備考 ISO 6199:1991，Micrographics－Microfilming of documents on 16 mm and 35 mm silver-gelatin 

type microfilm－Operating procedures からの引用事項は，この規格の該当事項と同等である。 

JIS Z 6000 マイクログラフィックス用語 
備考 ISO 6196-1:1993，Micrographics－Vocabulary－Part 1: General terms， ISO/DIS 6196-3，

Micrographics － Vocabulary － Part 3: Film processing ， ISO 6196-4:1987 ， Micrographics －

Vocabulary－Part 4: Materials and packaging，ISO 6196-5:1987，Micrographics－Vocabulary－Part 

5: Quality of images，legibility，inspection，ISO 6196-6:1992，Micrographics－Vocabulary－Part 

6: Equipment 及び ISO 6196-7:1992，Micrographics－Vocabulary－Part 7: Computer micrographics

からの引用事項は，この規格の該当事項と同等である。 


